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【誤訳訂正書】
【提出日】平成31年3月1日(2019.3.1)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに対向配置される正極と負極；
　前記正極と負極との間に介在されるセパレータ；及び
　電解質；を含み、
　前記正極とセパレータとの間に位置し、スルホン酸基（－ＳＯ３Ｈ）を有するリチウム
イオン伝導性高分子膜及び前記負極とセパレータとの間に位置する金属酸化物膜をさらに
含み、
　前記電解質が、過飽和されたリチウムポリスルファイド（ｌｉｔｈｉｕｍ　ｐｏｌｙｓ
ｕｌｆｉｄｅ）を含むものであり、
　前記金属酸化物膜が、コロイドシリカからなる金属酸化物を含むものであり、
　前記正極が、硫黄元素からなる正極活物質を含むものであるリチウム硫黄電池。
【請求項２】
　前記スルホン酸基を有するリチウムイオン伝導性高分子膜が、ポリ（ペルフルオロスル
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ホン酸）、スルホン化テトラフルオロエチレンとフルオロビニルエーテルの共重合体、ス
ルホン化ポリアリレンエーテル、スルホン化ポリアリレンエーテルエーテルケトン、スル
ホン化ポリアリレンエーテルエーテルスルホン、スルホン化ポリアゾール、スルホン化ポ
リビニルアルコール、スルホン化ポリフェニレンオキシド、スルホン化ポリフェニレンス
ルファイド、スルホン化ポリスルホン、スルホン化ポリカーボネート、スルホン化ポリス
チレン、スルホン化ポリイミド、スルホン化ポリアミド、スルホン化ポリキノキサリン、
スルホン化（リン酸化）ポリホスファゼン、スルホン化ポリベンズイミダゾール及びこれ
らの共重合体からなる群から選ばれる１種以上の高分子を含むものである請求項１に記載
のリチウム硫黄電池。
【請求項３】
　前記スルホン酸基を有するリチウムイオン伝導性高分子膜が、１×１０－４Ｓ／ｃｍ以
上のリチウムイオン伝導率を有するものである請求項１に記載のリチウム硫黄電池。
【請求項４】
　前記スルホン酸基を有するリチウムイオン伝導性高分子膜が、０．１～１０μｍの厚さ
を有するものである請求項１に記載のリチウム硫黄電池。
【請求項５】
　前記金属酸化物膜が、０．１～１０μｍの厚さを有するものである請求項１に記載のリ
チウム硫黄電池。
【請求項６】
　前記正極が炭素系導電剤でコーティングされたカーボン紙を含み、前記カーボン紙にリ
チウムポリスルファイドを含む電解質が含浸されたものである請求項１に記載のリチウム
硫黄電池。
【請求項７】
　前記正極がカーボン紙及び前記カーボン紙上に位置し、炭素系導電剤を含む導電剤層を
含み、
　前記カーボン紙及び導電剤層が、リチウムポリスルファイドを含むものである請求項１
に記載のリチウム硫黄電池。
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